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平成9年度

私たちが

消防分団長|です
(敬称略)

平夫治司ツ徳昭

村
消
防
聞
の
春
季
検
閲
式
は

4

月
幻
日
(
日
)
午
前

9
時
か
ら
泉
中

学
校
校
庭
で
開
か
れ
ま
し
た
。

式
は
、
車
町
村
長
を
統
監
と
し

佐
久
間
団
長
以
下
消
防
団
員
別

名
、
婦
人
消
防
隊
員
げ
名
、
車
両

日
台
、
来
賓
各
位
が
出
席
し
て
厳

粛
に
、
そ
し
て
規
律
正
し
く
行
わ

れ
ま
し
た
。

佐
久
間
団
長
か
ら
「消
防
団
の

使
命
は
村
民
の
財
産
、
生
命
を
守

る
こ
と
、
地
域
安
全
に
寄
与
す
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
最
近
、
野

火
火
災
が
多
発
し
て
い
る
の
で
、

玉

川

村

消

防

団

予
防
消
防
に
努
め
て
ほ
し

い
」
と

訓
示
さ
れ
ま
し
た
。

3
つ
の
中
隊
を
編
成
し
て
、
統

監
か
ら
の
観
関
、
通
常
点
検
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
機
械
器
具
点
検
で

は
、
校
庭
南
側
の
中
村
池
に
移
動

し
て
実
際
に
水
を
弾
い
て
の
点
検

を
行
い
、
各
分
団
と
も
高
々
と
白

い
水
し
ぶ
き
を
発
し
て
、
機
械
器
具

異
常
な
し
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

講
評
で
は
、
統
監
か
ら
「
本
日
の

検
問
は
概
ね
良
好
で
あ
る
。
今
後

と
も
こ
の
状
態
を
継
続
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

2 

検
閲
式
で
は、

佐
久
間
団
長
か

ら
防
火
優
良
家
庭
に
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
分
団
長
と
防
火
水

槽
用
用
地
協
力
者
の
方
々
に
そ
れ

ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で

す

。

(

敬

称

略

)

(
団
長
表
彰
)

A'防
火
優
良
一
家
庭

川

辺

石

円

蒜

生

曲

小

高

車

車

回目山谷川

昭英吉昌金

二 雄信康六
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平
成

9
年
護

団
体
の
代
表
の
方
守
、
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

区
長

区
長

さ
ん
石
森
京
孝
さ
ん

ラ
ブ
会
長
に
渡
辺
政

が
就
か
れ
ま
し
た
。

語
、
皆
さ
ん
の
代
表
と

々
へ
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
の

8 省需井沢上組

樽井沢下組

組平j可

m
f「〉
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※
「
開
発
行
為
と
は
」

建
物
を
建
て
る
た
め
、
士
地
に

新
た
な
切
土
、
盛
土
、
整
地
を
行

っ
た
り
、
土
地
の
区
間
を
道
路
、

シ
リ
ー
ズ

広報たまかわ

都
市
計
画
が
指
定
さ
れ
る
と

都
市
計
画
区
域
に
な
る
と
ど
う

変
わ
り
ま
す
か
?

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
生
活
を
営

む
う
え
で
は
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
か
ら
何
か
し
よ
う
と
す

る
場
合
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な

手
続
き
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

川

新

築

及

び

3
坪

(
m
z
m
)
以

上
の
増
改
築
を
行
う
場
合
は
、
建

築
確
認
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。ω

5，
0
0
0
2
m
以
上
の
土
地

の
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
知
事
に
届
け
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

間

3
，
0
0
0
2
m
以
上
の
開
発

を
行
、
つ
た
め
に
は
、
許
可
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

間
一
一間

週川町一

州
側

談氾一

f
i

棺
広
三
政
8一
一
相
談
員
真
野
目
喜
正

行
川
叶
一
住
所
南
須
釜
孝
行
人
時
計

の
-3一
電

話

3
2
4
フ
)
U
I
3
0
0
1

寄

ら
一
総
務
庁
で
は
、
玉
川
村

を
担
当
す
る
行
政
相
談

市
計
画
⑨ 

水
路
、
擁
壁
な
ど
で
分
け
た
り
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

※
「
開
発
許
司
制
度
と
は
」

無
秩
序
な
市
街
地
開
発
を
お
さ

え
、
計
画
的
で
良
好
な
都
市
の
形

成
を
図
る
た
め
、
宅
地
開
発
な
ど

は
許
可
制
に
し
て
い
ま
す
。

新
し
く
家
を
建
て
る
場
合
は

従
来
の
建
築
基
準
法
の
適
用
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

敷
地
構
造
及
び
建
築
設
備
に
関
す

る
規
定
に
適
合
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
き
ち
ん
と
し
た
道
路
(
幅

員
4
m
以
上
)
に
接
し
て
い
な
け

れ
ば
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。

Q ~，\I 'IImm1Ti1/1移民¥

ぐ 放置した場合 〉
行き止まり道路が多く、敷地も細かく分割
され、マンション、事務所等が住宅と混在し
て建ち、居住農境の悪いまちになります。

(計画制度を適用した場合〉

道路、公園等の公共施設や建物が秩序だっ

て建てられ、環境の良いまちに毛よります。

員
と
し
て
真
野
目
喜
正
さ
ん
を
新

た
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

5
月
時
日
か
ら

μ
日
ま
で
の

1

週
間
は
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
で

す
。当
村
で
は
、
行
政
相
談
員
が
次

の
と
お
り
相
談
所
を
聞
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
o

av月
巳

5
月
お
日
(
金
)

地
権
場
所
及
び
時
間

役
場
北
庁
舎
(
9
時
i
ロ
時
)

須
釜
公
民
館
(
日
時
却
分
j
v
即
時
)

平成9年5月

玉
川
村
担
当
の
行
政
相
談
員
と

し
て
5
期
日
年
勤
め
ら
れ
た
首
藤

信
勝
さ
ん
(
小
高
)
に
総
務
庁
長
官

か
ら
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
の
伝
達
式
は
、

4
月
お

司
(
金
)
に
村
長
室
で
行
わ
れ
、
福

島
行
政
監
察
事
務
所
の
川
口
憲
男

次
長
か
ら
首
藤
さ
ん
に
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
首
藤
さ
ん
は
、

「
大
き
な
問
題
も
な
く
、
無
事
に

職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
が
な
に
よ
り
で
す
。
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

広報たまかわ
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都
市
計
画
審
議
会

が

開

催

第
2
回
の
玉
川
村
都
市
計
画
審

議
会
が
5
月
1
日
に
役
場
北
庁
舎

会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
玉
川
村
の
都
市
計
画

の
指
定
に
つ
い
て
、
村
長
が
審
議

会
に
諮
問
し
た
の
を
受
け
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
村
長
か
ら
諮
問

さ
れ
た
「
石
川
都
市
計
画
区
域
及

び
浅
川
都
市
計
画
区
域
の
変
更
に

関
す
る
意
見
に
つ
い
て
」
を
議
題

と
し
て
活
発
な
質
疑
等
が
な
さ

れ
、
諮
問
(
案
)
に
同
意
さ
れ
ま
し

た。

国
定
資
産
審
査
評
価
委
員
に

塩
沢
さ
ん
も
小
林
さ
ん

3
月
定
例
村
議
会
に
お
い
て
、

村
固
定
資
産
審
査
評
価
委
員
に
塩

沢
藤
男
さ
ん
(
南
須
釜
)
と
小
林
清

人
さ
ん

(竜
崎
)
の

2
名
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

お
二
人
は
、
今
後
3
年
間
、
国

定
資
産
の
評
価
委
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
ま
す
。

反誌与
v 》ベ荷物吋

玉
川
村
営
農
推
進
協
議
会

首
農
指
導
員
に
池
田
氏
委
嘱

玉
川
村
営
農
推
進
協
議
会
(
車
本
村
の
営
農
指
導
強
化
の
た
め
に

田
次
夫
会
長
)
で
は
、
営
農
指
導
村
と

J
A
が
出
資
し
て
設
立
し
て

員
と
し
て
池
田
嘉
典
さ
ん
(
六

O

い
る
組
織
で
す
。

歳
)
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

ま
た
、
協
議
会
で
は
、
平
成
3

池
田
さ
ん
は
、
本
年
3
月
に
郡
年
度
か
ら
果
樹
担
当
指
導
員
と
し

山
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
て
、
鈴
木
正
安
さ
ん
を
委
嘱
し
て

次
長
を
退
職
し
、
現
職
に
着
き
ま
お
り
ま
す
。
な
お
、
指
導
を
受
け

し
た
c

技
術
主
幹
と
し
て
本
村
農

た
い
場
合
は
、
村
農
政
課
農
政
係
、

業
の
そ
菜
部
門
の
指
導
を
担
当
し
ま
た
は

J
A
あ
ぶ
く
ま
石
川
泉
支

ま
す
。

庖
・
須
釜
支
庖
に
お
問
い
合
わ
せ

玉
川
村
営
農
推
進
協
議
会
は
、
く
だ
さ
い
。

玉川村ふるさと物産振興委員会主催の「玉川村ふるさと

物産震jは、憲法記念日の5月3巳(士)に乙宰ヶ滝公園で

行われました。

新緑に包まれた乙宰ヶ滝公園には、村の特産自コーナ

ーや焼きそば、たこ焼き、やきとりコーナーなどの模擬

屈が軒を並べました。

あいにくの量り空でしたが、会場には周辺町村から家

族連れなどが訪れました。特に手打ちそばやそば打ち体

験教室には大勢のお客さんで賑わっていました。
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国営母畑地区総合農地開発第9工区

国
営
母
畑
地
区
総
合
農
地
開
発
事
業
第
9
工
区

で
、
事
業
完
工
の
記
念
碑
(
境
田
孝
意
建
設
委
員

長
)
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
、
午
前
日
時
か
ら
南
須
釜
地
区
の
フ
ァ
ー

ム
ポ
ン
ド
敷
地
内
で
、
関
係
者
約
印
名
が
出
席
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。

除
幕
の
儀
で
は
、
大
野
拓
摩
君

(
3
歳
)
と
相
楽

裕
記
君

(
5
歳
)
の
二
人
に
よ
り
幕
が
外
さ
れ
、
黒

御
影
石
の
記
念
碑
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

第
9
工
区
は
、
南
須
釜
、
北
須
釜
、

土口
地
区
を
含

む
二
、
四

一
八
か
、
受
益
農
家
二
四
六
戸
の
参
加

に
よ
り
昭
和
必
年
に
事
業
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
事

業
完
工
に
よ
り
千
五
沢
ダ
ム
か
ら
の
農
業
用
水
の

確
保
と
農
地
の
集
団
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
祝
賀
会
は
、
日
時
ぬ
分
か
ら
古
公
民
館

で
聞
か
れ
、
関
係
者
で
完
工
を
祝
い
ま
し
た
。
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辻今
月
の
世
界
選
手
権
(
熊
本
)
の
出
ノ
l

後
、
日
本
体
育
大
学
に
進
学
。

そ
し
て
、
昨
年
4
月
か
ら
大

崎
電
気
に
入
り
実
業
団
リ
ー

グ
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

大
学
時
代
ま
で
は
主
に
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
実
業

団
入
り
し
て
か
ら
は
、
攻
撃
へ
転
向
。

ジ
ャ
ン
プ
シ
ユ

1
ト
が
得
意
で
、
時

速
一
二
0
キ
ロ
と
早
く
て
正
確
で
す
。

世
界
選
手
権
で
の
活
躍
が
期
待
き
れ

て
い
ま
す
口

本
村
川
辺
出
身
の
辻
昇

一
さ
ん

(M
歳
)
は、

今
月
、
熊
本
県
で
開

催
さ
れ
る
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
第
日

回
男
子
世
界
選
手
権
大
会
の
日
本

代
表
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

辻
選
手
は
、
辻
泰
央
さ
ん
、
セ
ツ

子
さ
ん
ご
夫
妻
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
学
法
石
川
高
校
か

ら
本
格
的
に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
は

じ
め
、
メ
キ
メ
キ
頭
角
を
あ
ら
わ
し、

中
心
選
手
と
し
て
大
活
躍
。
そ
の

小高の矢吹定蔵さんの妹ナガオ-タケコさん(66歳)

と弟ヤブキ-ジョージさん(61歳)、ジョージさんの奥

さんのセイコさんがブラジルより来村。車田村長にあい

さつのため役場を訪れました。

定蔵さんの両親は、大正13年に開拓移民としてブ

ラジルに渡りました。定蔵さんも6才までブラジjし
で過ごし、昭和10年に単身、日本に戻りました。両
親、兄弟6人は、その後もブラジルに残りました。
ナガオさんの夫は、当地でナガオグループの総帥

として、みかん農園、養鶏、自動車販売などを手掛

けており約2，000人の従業員を雇用しています。

また、弟のジョージさんは、工科大学を卒業して、

ソ口力パーナ鉄道会社に就職。技師として30年間勤

めて、 3年前に定年退職しました。
ナガオさんは、流暢な日本語で、ブラジルの習慣

や治安などを話してくれました。

平成9年5月

福
島
空
港
の
利
用
者
が、

平
成
5
年
3
月
に
開
港
し

て
か
ら
二
百
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
二
百

万
人
目
の
利
用
者
は
、
郡
山
市
の
早
坂
ア
サ
子
さ
ん

(侃
歳
)
で
、
早
坂
さ
ん
に
は
本
村
の
念
仏
踊
り
人
形
の

ほ
か
、
県
と
須
賀
川
市
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

早
坂
さ
ん
は
、
友
人
と
二
人
で
北
海
道
へ
観
光
旅
行

の
た
め
に
飛
行
機
を
利
用
し
ま
し
た
。
飛
行
機
に
乗
る

の
は
今
回
が
初
め
て
で
、
見
事
幸
運
を
射
止
め
ま
し
た
。

な
お
、
福
島
空
港
は
、
開
港
し
て

4
年
1
カ
月
、
千

五
百

一
日
目
で
二
百
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

広報たまかわ

施

種事を直接水田に播種する直播栽培力昔、大竹勝義

さんの圃場で行われました。直播栽培は、作業時閣

の削減、規模拡大や低コスト生産に奇到な栽培方法

として注目されております。また、栽培面積の15%

が笠産調整の実績として力ウン卜されるというメリ

ットもあります。

直播栽培の方法としては、ヘリコブターを使用す

る方法と乗用田植え機に芭播装琶を付けて使用する

方法があります。今回、大作さんは約50ヘクタール
の圏場に、乗用田植え機を{吏つての直播を行いまし

た。園i易には、関係者や村内の震業者が大勢あつま

り関I~\の高さが{司われました。

新時代の米づ

直播村
建
設

を
寄
贈

ハ、

学

校

村
内
の
建
設
業
者

7
社
で

は
、
こ
の
た
び
、
村
内
の
小
、

中
学
校
5
校
の
校
庭
に
山
砂
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

日
ト
ン
ダ
ン
プ
に
お
台
分

の
良
質
な
山
砂
が
入
れ
ら
れ
た

学
校
側
で
は
大
喜
び
。
「
こ
れ

か
ら
雨
期
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
て

お
り
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
」
と
教
育
長
も
話
し
て

い
ま
し
た
。

泉地区の6行政区では、敬老会が仔われました。各区と
も70歳以上のお年寄りが招待され、アトラクションなど
で楽しいひとときを過ごしました。

中地区では、4月27日(臼)の午前108寺30分から中生活

改善センターで行われました。約70gの招待者[立、御馳
走に舌鼓をうち、地元の大正琴愛沼会の演奏や婦人会の踊

りの余興に満足していました。
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~記念植樹祭を通じて、四辻分校児童と五台出友の会の皆さんとのJt，¥のふれあいが生まれた~

警
察
官
'
警
察
事
務
職
員
(
大
学
卒
程
度
)
募
集

平
成
9
年
度
に
実
施
す
る
磐
一
一
向
察
官
・
(
大
学
卒
程
度
)

採
用
候
補
者
試
験
の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
験
資
格
や
日
程
な
ど

は
次
の
と
お
り
で
す
。

試
験
の
職
種

自主.z百
約IlU

官県

昭
和
位
年
4
月
2
日
か
ら
昭
一

和
印
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
一

ま
れ
た
男
子
で
、
大
学
(
短
一

大
を
除
く
)
も
し
く
は
、
こ
一

れ
に
単
ず
る
学
校
を
卒
業
し
一

た

方

。

一

ま
た
は
、
平
成
。
年
9
月
ま
一

で
に
卒
業
見
込
み
の
方
で
、
一

千
成
9
年
刊
丹
1
日
の
採
用
一

5
月
泊
日
(
月
)
一

7
3
3
ヨ

に

応

じ

ら

れ

る

方

。

一

~

…

j
川
1
1
M一
川
i

i
J
i
l
i
l
i
-
-
i
i
i
上
6
月
口
日
(
火
)
一
・
干
』

昭
和
初
年

4
月

2
H
か
ら
昭
一

和
日
年
4
月
l
日
ま
で
に
生
一

ま
れ
た
男
子
で
、
大
学
(
…
抑
止

大
を
除
く
)
も
し
く
は
、
こ

れ
に
泳
、
ず
る
学
校
を
卒
業
し

:
-
1
0
 

ふ
人
↓
rん

ま
た
は
、
平
成
叩
年
3
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方
。

畑
山
何
時
一
山
川
町
一
日
刊
日
間
一

5
月
月
日
(
月
)
一

6
丹
却
日
(
ば
)

ま
れ
た
方
。
(
学
一
肢
は
開
い
一

6
月
旦
日
(
木
)
一
福
島
市

ま

せ

ん

)

一

E-ハ
刀
試
験

(
職
種
)

受

E会

資

格

受
付
期
間

お問い合わせ先 〒960-70 福島市杉釜ffiJ2 16 議主主県警察本部翠務部翠務
課人掌係官l0245-22-2151(内線2146)
または、最寄りの警察署か交番 駐復所にどうぞ。玉JII駐夜所 57-2053 

(
受
付
期
間
)

(
応
募
資
格
)

(試

祭局

いじめにあって悩んでいる人、友だち

のごと、掌校生活のごとで悩んでいる入、

一人で悩まないで f学校アドバイザ-J
に相談しでください。

。相談日毎遇、月曜日~金曜日

φ相談時間午前10時~午後5時

。電話番号(!里中地区)

フリータイヤjし 0120-899-712 

岱0249…35-1493

|村民線技大会の開催i
平成9年6月8日(巴)

ソフトボーjレ(40歳以上)
(場所)"，-，玉川村民クラウンド

レーボ-)し(30;歳以上)

(場所)"，-，玉川勤労者体需センター

平成9年度総会を次により

すので参加してくださいc

園日時平成9年6月1日(臼)

盛場所苔渓会館(文京区)

5，000円

出席される場合は、事務局に

出席の報告をしてください。

言

の健康とよみ

機能訓練・・

午前10時~
21白〈水)母親教室主

午前9時15分~
湾兜教護

午後日寺30分~

関5月
20日〈火)

額6月
4日(水〉

中谷

6日(金)

ロホ

寄持ありがとうございます

第

1
次
試
験

試
験
日

試
験
地~li 

n~己の方々から社会福祉i舌動資金として寄付をいただきました。

厚く御礼申し i二げます。

百己

@竜Ih時の仁井田ツヤ子さんから 5 Ji円

@竜f1h奇の佐藤 封ーさんから 2万円

@小高の関根丑ヨさんから 2 JiPJ 

@小i誌の本Ulz/r守口さんから 3JJ"円

flJI/i:.互の矢部康美さんから 2 J:iPJ 
(村社会嵩祉協議会)

令
詳
し
く
は
、

さ
い
。白
河
市
手
代
町

U
1
1

岱

0
2
4
8
1
M
i
O
3
7
2

誕生
平和を愛する人が欲しい宥 安達太鹿山ヘ

アタック

第31田村民登山参加者募集

村公民館主催の村民登山は、安達太良山に

挑戦します。

]頁上からの~jD望を楽しみましょう。

φ月 日平成9年7月13己(日)

φ募集人員 100名

φ参加申込 地芭の体奇指導員へお申込みく

ださい。

ハ
U

局

ese

18 
歳

自

借i

宮

募

集

(
2
等
陸
・
海
@
空
士
)

験
)

4
月
間
日
j

5
月
お
日

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定
月
の

1
日
現
在
、

以
上
幻
歳
未
満
の
男
子

(
1
)
試

験

日

平

成

9
年
5
月
初
日
(
金
)

(
2
)
試
験
場
陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地

(
3
)
試
験
種
目
及
び
内
容

筆
記
試
験
:
・
国
語
、
数
学
、
社
会
、
作
文

口
述
試
験
・
・
・
面
接
方
式

適
正
検
査

身
体
検
査
・
:
視
力
、
色
覚
、
歯
、
聴
力
壮
一
寸

市
町
村
役
場
又
は
次
の
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

自
衛
隊
白
河
募
集
事
務
所

(4月届出分)

保護者名

美9Jl夫

京支長
よそk
1 r~:t 

修

三主 I~長

H百 9;
ニt: コヨ二
Iτr J主少

上之

健

l'_Lf 長I~--

村のようす
(9年5悶1日現在)

歌
愁
短
歌
会
五
時
支
部
詠
草
集

(4円届出分)

年齢世帯主8
83 康美
93 Tl: 三
78 f!f 手口
79 オケサ
76 昇

85 佐¥ '1.と

死亡者氏名
矢部正本
|立j十iミノ、ル

本 111吉之助
イ二升二日! クL
{li: 目安古 fE~.

布一賀トク

地塁

打i 辺ユ

ろ，

/J、 fi'::iJ

~:.i去二子

ゥ

子江 11I奇

I~杉史認
/， 

LLt小原

地区

J 11 :i2l 
ノj、正4

屯 11I奇

日本脳炎予間接種

午後 18寺~
3 ・4か月見健診

午後 18寺~
10自〈火)機能詰11諜

午前10跨~

118 (水)股関節税臼検診・
午後 18寺30分~2時

思親教室

午後6時15分~
13日(金) 1才6力丹見健診

午後1時30分~
保健センヨー 主主:須釜公民館

中谷:中谷農村婦人の家 受:受付時間

1，734戸(十 2)

7，630人(-13)

〔
締
期
眼
は

5
月
お
日
(
月
)
で
す
J
D

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
〕

今
月
の
納
税

3，904人(-3)

3，726人(-10)

盟

定

詰

産

税

軽

自

動

車

税

富
良
年
重
保
険
料

第

1
期

全

期
5
月
分

五
村
公
民
舘

持
勺
薬
の
赤
芽
日
毎
に
伸
び
見
せ
て
朝
の
自
覚
め
を
促
し
て
く
る

者F
沼

ツ
ヤ

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
測
量
さ
れ
て
わ
が
小
田
も
今
年
限
り
の
田
植
え
と
な
リ
ぬ

溝
井
は
な
よ

夫
の
碑
に
経
を
唱
唱
え
て
呑
を
焚
く
立
に
来
て
舞
う
白
一
規
一
つ

小
針
み
ね
子

書
き
、
疲
れ
ノ

i
ト
閉
じ
つ
つ
怠
や
つ
け
ば
窓
に
袈
か
り
し
十
三
夜
の
月

針

ぷ立、
Aに

子

孫
が
バ
ッ
ト
を
構
え
て
、
ボ
i
ル
投
げ
よ
ど
い
う
婆
は
何
延
へ
投
げ
る
か
知
れ
ず

曲
中
き
く
み

あ
た
ふ
た
ど
惑
う
二
人
子
を
尻
自
に
し
窓
に
物
干
す
母
親
の
笑
み

真
弓
五
三
男

11 
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趣
味
の
達
人

② 

「
楽
器
演

今
月
は
南
須
釜
区
に
お
住
ま
い

の
八
木
喜
孝
さ
ん
(
四
一
誠
)
の

楽
器
演
奏
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

音15L 
i;;t犬二 一、。フ

ン
J父

、ソ

，c. 
ιι 

11欠
し、

て
し、

ま

ー
楽
器
に
興
味
を
持
っ
た
キ
ツ
力

ケ
は
伺
ん
だ
っ
た
ん
で
す
か
っ
・

「
キ
ッ
カ
ケ
と
し
て
は
甚
だ
不
純

な
ん
で
す
よ
。
私
は
、
野
球
が
好

き
で
、
高
校
で
や
り
た
か
っ
た
ん

で
す
。
で
も
、
学
法
石
川
の
野
球

部
は
優
秀
な
選
手
が
多
く
て
、
レ

ギ
ュ
ラ
ー
は
と
て
も
無
理
な
状
態

で
し
た
。
そ
こ
で
、
野
球
を
応
援

で
き
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
入
っ

た
の
が
そ
も
そ
も
の
キ
ッ
カ
ケ
だ

っ
た
ん
で
す
。
」

i
当
時
は
、
ど
ん
な
楽
器
を
演
奏

し
て
い
た
ん
で
す
か
っ

ー
石
川
吹
奏
楽
団
を
結
成
さ
れ
た

玉川村役場 n(0247)57 

ズ一
r
i

Hν シ

発行/福島県石}II君1;玉川i村大字小高宇中i畷9

①
 

しのぶさん(中)永林

と
伺
っ
て
い
ま
す
が

ー
そ
の
後
の
お
川
吹
奏
楽
団
の
活

躍
は
素
晴
ら
し
か
っ
た

ね
。
大
宮
芯
襲
を
授
一

と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

ー
現
在
は
、
ど
ん
な
楽
器
を
演
奏

し
て
い
る
ん
で
す
か
っ

「
以
前
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
し

た
口
で
も
、

八ゃ

木ぎ

孝
さ
ん

の
は
、
こ

な
つ
く
り
の
で
す
。
こ
の
衣
装

士、

f
比

パ

デ
g

h
民
I
て

J
I
l
-
-
〉
ザ
3
1
4
h
%
れ
山
内

七
本
元
主
私
民
一
I
H
司
。
，
J
払
詰

真
短
期
大
学
2
年
に
在
学
中
(
平
成

5
年
日
月
)
に
、
地
元
、
古
川
市
の

「
古
か
わ
里
の
秋
ま
つ
り
N

祭
神
は
ね

つ
こ
踊
り
μ

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
仲
良
し

の
友
達
7
人
と
出
場
し
た
と
き
に
身

に
着
け
た
も
の
で
す
。

円
腕
り
た
が
あ
る
」
と
い
う
チ
ー

ム
名
を
付
け
て
、
市
内
の
大
通
り
を

若
さ
あ
ふ
れ
る
踊
り
で
減
し
ま
し
た
り

リ
オ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
と
は
い
か
な
い

か
つ

て
い
て
も
、

一
し
て
い
る
と
疲
れ

が
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
り
ス
ト
レ

ス
解
消
に
な
り
ま
す
よ
口
ひ
と
り

メ
な
ん
で
す
、

み
ん
な
で
な

|
楽
器
演
奏
を
通
し
て
得
た
も
の

っ
て
あ
り
ま
す
か
?

「
人
と
の
出
会
い
が
大
き
い
で
す

よ
ね
。
い
ろ
ん
な
方
々
、
人
と
の
つ

な
が
り
が
出
来
た
こ
と
が
大
き
な

っ
た
と
忠
、

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
登
場
さ

れ
る
方
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。

の
あ
る
も
の
で
し
た
り

~
っ
た
こ
と
と
、
衣
装

っ
た
の
で
、
と
て
も
寒
か

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
審
査
の

結
果
、
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
見
事

後
勝
。
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

友
達
と
は
、
そ
の
後
、
遠
く
離
れ
離

れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の

衣
装
を
見
る
と
、
当
時
の
こ
と
や
、

楽
し
か
っ
た
学
生
時
代
が
昨
臼
の
こ

と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
大
事
に
し
た
い

の
で
す
。

心に残る 判-_.~

我カ主主、るさと

fかわりゆく古里の郷愁j

埼玉県杉戸町

鈴木正

(竜崎崩

さん
町

田

〔

劃

玉
川
村
の
皆
さ
ん
、
東
京
玉
川
会

の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。
私
は
、

昨
年
の
玉
川
会
総
会
に
お
い
て
、
熊

田
会
長
様
の
大
力
作
、
絵
画
「
春
」
を

頂
き
、
本
当
に
う
れ
し
く
家
宝
と
し

て
お
り
ま
す
。
物
事
の
度
に
飾
り
楽

し
ん
で
お
り
、
会
員
一
の
幸
せ
者
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

心
に
残
る
ふ
る
さ
と
で
す
が
、
幼

少
時
代
か
ら
村
を
離
れ
る
ま
で
春
夏

秋
冬
、
喜
怒
哀
楽
す
べ
て
に
想
い
出

が
あ
り
ま
す
。
取
り
分
け
懐
か
し
い

の
は
、
戦
後
復
興
が
始
ま
っ
て
間
も

な
い
頃
の
こ
と
で
す
。
新
制
中
学
校

が
出
来
た
時
に
、
小
学
校
の
一
部
と

役
場
の
泊
庁
舎
を
借
り
て
学
級
を
開

き
、
勉
学
に
励
ん
だ
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
風
光
明
娼
な
中
村
池
の
畔
に

新
し
く
出
来
た
校
舎
へ
の
引
っ
越
し

な
ど
:
:
:
ま
た
、
木
の
香
が
匂
う
教

で
の
初
勉
強
の
楽
し
さ
や
友
達
の

の
姿
が
今
で
も
鮮
や
か
に
険
に

浮
か
び
郷
愁
を
誘
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
た
今
日

の
故
郷
の
変
遷
は
実
に
驚
異
的
な
も

の
で
す
。
懐
か
し
い
山
を
切
り
開
い

て
、
近
代
的
な
設
備
の
整
っ
た
空
港

が
出
来
る
こ
と
な
ど
、
当
時
誰
が
想

像
出
来
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
首
都
機
能
移
転
の
候
補
地

と
し
て
、
飛
躍
的
発
展
に
限
り
な
い

み
な
ぎ

夢
と
希
望
に
渡
る
未
来
に
、
そ
し
て

山
紫
水
明
の
地
に
育
ま
れ
た
村
人
達

の
人
情
味
溢
れ
る
温
か
い
心
と
偽
ざ

る
人
々
の
気
持
ち
に
古
里
を
感
じ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

そ
れ
と
田
舎
(
お
っ
と
失
礼
。
今

で
は
都
会
ネ
)
で
産
ま
れ
る
特
産
物
、

農
産
物
等
に
ふ
れ
る
時
、
自
分
の
気

持
ち
が
和
み
、
世
界
に
誇
る
こ
と
の

出
来
る
最
高
の
故
郷
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
定
年
を
迎
え
て
村
の
繁
栄
を

祈
り
今
日
ま
た
一
人
で
楽
し
く
思
い

出
に
ふ
け
っ
て
お
り
ま
す
。

12 




